数学科学習指導案
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１ 単　元　　多項式(乗法公式)

２ 単元設定の理由

(1) 教材観　

　中学校１年生で文字式を学習して以来，様々な場面で文字を使って表現し，計算し，変形をしたりしてきた。この章では既習事項である文字式の分配法則から始まり，単項式と多項式の乗法、多項式を単項式で割る除法及び簡単な一次式の乗法の計算ができるようになり、多項式どうしの乗法を学習する。単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法については、これまで学習しているが2x×(3x－5y)のような単項式と多項式の乗法、
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のような多項式を単項式で割る除法について学習する。一次式と一次式の乗法では、単に計算演習するだけではなく、交換、結合や分配法則などを基にして計算できることが大切である。
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[image: image3.wmf])

(

d

c

+

をMと置き換えることで
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Mを考えることが既に知っている単項式と多項式の乗法に定着することで、計算が進められる。

式の展開の公式としては以下の4つの公式を取り扱う。

　1 
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これを理解することによって，展開の逆の操作である因数分解ができるようになる。因数分解は式を変形することである。例えば、
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　のように計算が容易になる。それだけではなく9が
[image: image11.wmf]2
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であることを考えると、直角三角形の三辺の長さ3、4、5を見つけることもできる。因数分解の学習をすることにより、問題に対して見通しをもって能率的に処理することができるようになる。更にこの展開・因数分解は，次章の２次方程式や高校で学習する内容につながるものである。また、文字を用いることの重要性や必要性について理解を深めて、数量関係を文字を用いて自ら積極的に取り組む姿勢を伸ばすようにする。

(2) 生徒の実態
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実態調査を行った正答人数(正答率)

	
	1①
	②
	③
	2①
	②

	正答者数　
	31名
	26名
	22名
	31名
	19名

	正答率
	93 %
	78 %
	66 %
	93 %
	57 %


～数学に関して～

以下の質問に答えてください。

Q１．数学は好きですか？（○を付けてください。）

好き　・　普通　・　嫌い
Q２．数学への興味はありますか？（○を付けてください。）

　　　ある　・　ややある　・　あまりない　・　まったくない

1 数学への関心・意欲・態度

 本学級の生徒は、真面目な態度で授業をを受けており、問題に対して粘り強く取り組む姿勢が見られる。一方、わからない問題には難しい表情をする生徒もおり、意欲が続かない生徒も数名いる。数学に関するアンケートを行ったところ、数学が好きと答えた生徒は6名、普通と答えた生徒は14名、嫌いと答えた生徒は13名であった。また、数学に興味がある生徒は19名と学級の半分以上の生徒が数学に興味を示している。しかし、数学に抵抗がある生徒が学級におよそ３分の１いることがわかる。これらの生徒に数学に対する抵抗を少しでも取り除かせたいと考える。

2 数学的な見方や考え方

多くの生徒が分配法則や展開の仕方などの既約事項を用いることができている。しかし、1③では誤答した生徒は、分配法則して計算を終了させている。1①で分配法則を学んだ学習の構えが身に付いていて同類項でまとめる計算まで行っていない。そのため生徒の思考する上でどこまで計算結果をまとめるか、新しいことでも既約事項を用いることができることを考えさせる。

3 数学的な表現・処理

1②の生徒者は26名であり、誤答者の多くが
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としていた。2①に関しては31名が多項式を展開することができる。2②は分配法則を利用することができたが、計算ミスや同類項でまとめて最後まで計算をしていない生徒がいた。展開に関しては、分配法則を用いて、ほぼ確実に計算できるので、既習の内容を復習して、生徒が自力で解決する力を身に付けさせることができると考える。

④ 数学的についての知識・理解

　基本的な計算は身に付いていると考えられる。1③、2②から、複雑な計算が苦手な生徒が多いことがわかる。乗法公式を学んでいく上で、繰り返し、用語や性質を復習していきたいと考える。

３ 目　標

式を扱いやすい形に変える方法として展開したり、因数分解することを理解し、式を見通しをもって効率的に活用できるようにする。

４ 評価規準

	観　点
	おおむね満足できる状況
	十分満足できる状況

	関心・意欲・態度
	・式の展開や因数分解の方法を見出そうとする。また、乗法公式を使って、展開や因数分解を能率的に行おうとする。さらに、帰納的に推測して数や図形の性質の説明に、文字を活用しようとする。
	・式の展開や因数分解に強い関心をもち、その方法を見出そうとする。また、公式を使って、展開や因数分解に興味をもって能率的に行おうとする。さらに、帰納的に推測した数や図形の性質の説明に、文字を進んで活用しようとする。

	見方・考え方
	・(a+b)(c+d)の展開から、乗法公式を導き出すことができる。また、問題解決に、文字を使用することができる。
	・(a+b)(c+d)の展開を、一方の文字におきかえてから導き出すことができ、展開や因数分解にどの公式が利用できるかを的確に判断することができる。さらに、問題解決に、一般性を理解して文字を使用・変形することができる。

	表現・処理
	・乗法公式を用いて式の展開や因数分解ができる。また、式の展開や因数分解を利用して、簡単な数や図形の性質を調べることができる。
	・乗法公式を用いて式の展開や因数分解が確実にできる。また、式の展開や因数分解を利用して、数や図形の性質を的確に調べることができる。

	知識・理解
	・式の展開、因数分解などに関する用語・記号がわかる。また、乗法公式がわかる。
	・式の展開、因数分解などに関する用語・記号について説明することができる。また、乗法公式利用の手順を説明することができる。さらに、帰納的に推測した数や図形の性質を、一般性を考えて文字の式を利用し、目的に応じて変形してその式を的確に解釈することができる。


５ 指導の計画

(1) 1節　多項式の計算

(2) 多項式と単項式の乗除　　　　　2時間

(3) 多項式の乗法　　　　　　　　　1時間

(4) 乗法公式　　　　　　　　　　　4時間　　　(本時　3／4　時間)

基本の問題・章の問題　　　　　1時間

2節　因数分解

(1) 因数分解　　　　　　　　　　　1時間

(2) 公式を利用する因数分解　　　　3時間

(3) 式の計算の利用　　　　　　　　2時間

基本の問題・章の問題　　　　　1時間

6 指導方針

　導入においては、正三角形と半円の青い線と赤い線のどちらが短いかを確かめることを通じて、文字を使うことの意義を感じられるようにする。式の計算の利用では、図を活用することによって(単項式)×(多項式)や(多項式)×(多項式)の考え方を深めていく。

　(単項式)×(多項式)の計算の導入では、1年生、2年生の文字式の計算を復習しながら分配法則のやり方を確認する。また、展開や因数分解の仕方や意味が理解できるように図を利用してていねいに説明していく。展開や因数分解を公式を用いて解くことができるように市教材プリントを繰り返し活用し、習熟できるようにする。

７ 本時の学習

(1) ねらい

　公式4(和と差の積)の適用の仕方について理解し、既習の乗法公式を選んで適用できるようにする。

(2) 準備

 教師：教科書、問題集、復習用豆テスト、市作成学力向上プリント

 生徒：教科書、問題集、ノート

(3) 展開

	学習活動
	指導上の留意点及び支援
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	評価項目

	1 既習事項を確認する。
	○ 復習用豆テストを実施し、乗法公式を適用し、理解できるようにする。

· 答えを確認した、回収した豆テストに目

を通し、前時の学習内容の理解度を確認し、机間支援に生かす。
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5分
	
[image: image14]

	2 和と差の積の公式について考える。

・和と差の積の公式を適用して計算する。
	· 長方形と正方形の図形を用いて

公式4　
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を導き、考えさせる。
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○ 例題は計算過程(
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)を確認していくようにする。

· [image: image24.wmf]2
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公式をきちんと適用しているか確認する。

· 公式をきちんと適用しているか確認する。
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答え合わせは、生徒の発表により行う。

· 机間支援の際、生徒の取り組み具合を把握し自力で自力で解決できない生徒にはフラッシュカードを活用し、助言を行う。
	20

分
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【表現・処理】

公式4を理解し,計算ができる。

	3 乗法公式をまとめる。

・どの乗法公式を

　適用して解くか考える。

4 次時の学習内容を知る。
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○ フラッシュカードを用いて乗法公式を提示する。
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· 答え合わせは、生徒の発表により行う。

· 計算方法を習熟させるために教科書の問や問題集、市作成学力向上プリントに取り組む。

· 机間支援の際、生徒の取り組み具合を把握し自力で自力で解決できない生徒にはフラッシュカードを活用し、助言を行う。

○ 次時はやや複雑な式の展開について取り組むことを伝える。
	20分
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	【表現・処理】

問題に合った乗法公式を適用し、計算が確実にできる。


次の式を展開しなさい。


(例題)5　(x+6)(x-6)     (たしかめ)4　(x+3)(x-3)





1 次の計算をしなさい。


① � EMBED Equation.3  ���　　　　　　　　　　　　　　② � EMBED Equation.3  ���


③ � EMBED Equation.3  ���





　2 次の式を展開しなさい。


① � EMBED Equation.3  ���                       ② � EMBED Equation.3  ���











● 乗法公式


1 � EMBED Equation.3  ���


2 � EMBED Equation.3  ���=� EMBED Equation.3  ���


3 � EMBED Equation.3  ���


4 � EMBED Equation.3  ���





次の式を展開しなさい。


問5


　①� EMBED Equation.3  ���　　　　　　　　　②� EMBED Equation.3  ���


　③� EMBED Equation.3  ���             ④� EMBED Equation.3  ���


　⑤� EMBED Equation.3  ���             ⑥� EMBED Equation.3  ���


　⑦� EMBED Equation.3  ���             ⑧� EMBED Equation.3  ���





次の式を展開しなさい。


問4


　①� EMBED Equation.3  ���　　　　　　　②� EMBED Equation.3  ���


　③� EMBED Equation.3  ���　　　　　　　④� EMBED Equation.3  ���


　⑤� EMBED Equation.3  ���             ⑥� EMBED Equation.3  ���





＜授業の視点＞


　複雑な式の展開において、乗法公式を適用して解くことで、多様な考え方で式の展開を求めることができるようになるであろう。
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